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Ｎ
Ｐ
Ｏ
総
ぐ
る
み
福
祉
の
会
事
務
所
は
日
限
山
４-

45-

10
（
八
四
六
―
八
八
五
〇
） 

入
会
や
活
動
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、
事
務
所
ま
た
は｢

日
限
山
荘
」
日
限
山
４-

７-

１ 
 

 

茶
話
会 
「

昭
和
二
十
年
頃
の
世
相
」
を
話
題
に
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 
 

康
行 

「総
ぐ
る
み
」新
聞 

 

 

週
二
回
、
火
曜
日
と
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
る 

日
限
山
荘
の
食
事
会
に
お
い
て
、
話
題
を
広
げ
る
き

っ
か
け
と
し
て
、
ま
た
、
男
性
に
も
多
く
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
昔
の
映
像
を
放
映

し
て
思
い
出
話
を
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

試
み
に
、
ビ
デ
オ
集
【
昭
和
の
映
像
】
の
一
部
で
あ

る
「
占
領
か
ら
講
和
へ
」（
昭
和
二
十
～
二
十
七
年
）

の
世
の
中
の
動
き
を
放
映
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

◆
ビ
デ
オ
の
内
容
紹
介 

連
合
国
軍
の
最
高
司
令
官
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥

が
厚
木
飛
行
場
に
降
り
立
つ
所
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
ジ
ー
プ
に
乗
っ
て
、
焼
け

野
原
と
な
っ
た
各
街
へ
進
駐
す
る
様
子
や
、
迎
え
る

大
人
や
子
供
達
の
姿
が
あ
り
、
街
の
人
達
に
は
、
戦

争
が
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
た
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。 

闇
市
で
は
、
生
活
用
品
や
食
料
品
、
ア
メ
リ
カ
軍

の
横
流
し
品
が
売
ら
れ
、
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。
道
端
で
は
、
通
行
人
に
呼
び
か
け
て
靴
磨
き
を

す
る
人
、
海
外
か
ら
引
き
上
げ
て
来
た
復
員
兵
、
ボ

ロ
ボ
ロ
の
服
を
着
た
親
を
亡
く
し
た
子
供
達
が
見

え
ま
す
。
食
べ
物
の
配
給
を
受
け
る
た
め
に
配
給
切

符
を
手
に
並
ぶ
人
々
、
皆
気
長
に
並
ん
で
い
ま
す
。

食
料
メ
ー
デ
ー
に
立
ち
上
が
る
人
々
は
、
空
腹
に
耐

え
か
ね
て
、
や
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

美
空
ひ
ば
り
が
デ
ビ
ュ
ー
し
て
「
悲
し
き
口
笛
」

が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
数
少
な
い
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
映
画
が
映
画

館
で
上
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
人
気
で
し
た
。 

約
一
時
間
に
わ
た
り
、
当
時
の
世
相
の
ビ
デ
オ
映

像
を
見
ま
し
た
。 

 ◆
私
の
戦
争
中
の
思
い
出 

京
都
市
内
に
住
ん
で
い
た
私
は
、
当
時
四
歳
で
し

た
。
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、
母
か
ら
急

い
で
防
空
ズ
キ
ン
を
頭
に
か
ぶ
さ
れ
、
家
の
近
く
に

掘
ら
れ
た
防
空
壕
に
逃
げ
込
ん
だ
も
の
で
す
。
そ
こ

に
は
、
近
所
の
人
達
が
不
安
顔
で
入
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
京
都
は
幸
い
空
襲
も
な
く
、
街
は
破
壊
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。 

終
戦
後
、
父
に
連
れ
ら
れ
大
阪
心
斎
橋
近
く
の
叔

父
の
家
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
梅
田
か
ら
地
下
鉄
に

乗
り
換
え
、
心
斎
橋
駅
で
降
り
る
と
、
戦
災
孤
児
が

道
行
く
人
に
新
聞
や
お
花
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

た
り
一
面
空
き
地
ば
か
り
で
、
風
呂
屋
の
煙
突
と
土

蔵
が
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
残
っ
て
、
建
っ
て
い
た
の
が

印
象
に
残
り
ま
す
。
大
阪
は
三
月
十
四
日
に
大
空
襲

を
受
け
て
、
中
心
部
は
全
滅
状
態
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。
そ
の
時
従
兄
弟
が
、
大
阪
か
ら
京
都
の
私
の

家
ま
で
、
夜
中
に
歩
い
て
逃
げ
て
来
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
戦
争
が
起
こ
っ
た
の
か

と
、
疑
問
に
考
え
た
の
が
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ
き

っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆
放
映
後
の
座
談
会 

早
速
発
言
が
あ
り
、
当
時
十
九
歳
だ
っ
た
男
性
は

「
戦
争
に
日
本
が
負
け
る
こ
と
は
予
想
出
来
た
が
、

そ
れ
は
言
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
、
何
時
ど
う
い

う
形
で
戦
争
が
終
わ
る
か
に
関
心
が
あ
っ
た
。
八
月

十
五
日
に
、
天
皇
陛
下
が
ラ
ジ
オ
で
話
さ
れ
た
言
葉

は
良
く
理
解
で
き
ず
、
後
か
ら
、
戦
争
に
負
け
た
こ

と
を
知
っ
た
」
こ
と
、
そ
の
後
、
英
文
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
を
習
い
、
学
校
は
試
験
の
日
だ
け
出
席
し
て
、

他
の
日
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
働
い
て
い
た
と
話
し
た
。 

あ
る
女
性
は
「
当
時
十
五
歳
で
し
た
が
、
英
文
タ

イ
プ
を
習
っ
て
ア
メ
リ
カ
軍
の
Ｐ
Ｘ
（
売
店
）
で
働

い
た
」
こ
と
、
Ｐ
Ｘ
に
は
、
街
で
日
本
人
が
入
手
出

来
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
物
が
揃
っ
て
い
た
と
話
さ
れ
た
。 

ま
た
、
あ
る
男
性
は
「
戦
争
が
ど
う
し
て
起
こ
っ

た
の
か
検
証
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
た
だ
戦
争

は
い
け
な
い
、
嫌
い
だ
と
言
う
だ
け
で
は
防
止
出
来

な
い
」
と
話
さ
れ
た
が
、
重
い
言
葉
だ
と
思
う
。 

戦
争
は
、
そ
の
時
の
世
界
の
動
き
や
、
日
本
国
内

の
状
況
に
よ
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
起

こ
っ
て
い
る
。
あ
と
さ
ま
ざ
ま
な
発
言
が
あ
っ
た
が
、

懐
か
し
い
だ
け
で
な
く
、
悲
し
さ
や
辛
さ
も
少
し
よ

み
が
え
る
、
何
か
重
い
テ
ー
マ
で
し
た
。 

昔
の
映
像
は
、
参
加
者
十
九
名
に
、
か
な
り
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

11 月の健康体操：4 日（金）18 日（金） マッサージ：1 日（火）15 日（火）25 日（金）pm1:30～4:00 



11 月の日限山荘は、1, 4, 8, 11, 15, 18, 22, 25, 29 日 am10:00～pm4:00 まで開催します。78 号 

 
 

 

…「ＮＰＯ総ぐるみ福祉の会」のホームページ（http://sougurumi.jp/）をぜひご覧ください。… 
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◆
４
月
15
日(

金) 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

竹
の
子
ご
飯 

な
め
こ
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
み
そ
汁 

 
 

炒
り
豆
腐 

 
 

き
ゅ
う
り
と
し
ら
す
の
酢
の
物 

・
清
さ
ん
よ
り
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
、
大
橋
さ
ん
よ
り

ぬ
か
漬
の
差
し
入
れ
あ
り
。 

参
加
者
：
男
性
２
名
、
女
性
21
名(

内
、
３
丁
目
の

方
６
名)

、
配
食
５
名 

調
理
担
当
：
清
、
宮
竹
、
桑
田
、
三
由
、
渡
世 

マ
ッ
サ
ー
ジ
：
５
名 

◆
５
月
27
日(

金
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

ご
飯 

 
 

石
狩
み
そ
汁 

 
 

ひ
ろ
う
ず
の
煮
お
ろ
し 

 
 

塩
昆
布
サ
ラ
ダ 

参
加
者
：
男
性
４
名
、
女
性
16
名
、
配
食
８
名 

調
理
担
当
：
門
脇
、
宮
竹
、
杉
崎
、
三
由
、
渡
世 

◆
６
月
14
日(

火)
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

ご
飯 

 
 

ま
ー
ぼ
ー
豆
腐 

 
 

野
菜
６
種
類
の
揚
げ
浸
し 

 
 

野
菜
と
卵
の
炒
め
物 

・
宮
崎
さ
ん
よ
り
炭
酸
せ
ん
べ
い
。
渡
世
さ
ん
よ
り

う
ろ
抜
き
大
根
の
即
席
漬
け
、
寺
島
さ
ん
よ
り
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
差
し
入
れ
あ
り
。 

参
加
者
：
男
性
３
名
、
女
性
17
名
、
配
食
９
名 

調
理
担
当
：
河
合
、
菊
地
、
宮
井
、
三
由
、
渡
世
、 

◆
７
月
８
日(

金)
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

鶏
肉
と
ご
ぼ
う
の
炊
き
込
み
ご
飯 

 
 

豆
腐
・
油
揚
げ
・
人
参
の
み
そ
汁 

 
 

一
口
カ
ツ
、
か
き
揚
げ
て
ん
ぷ
ら 

 
 

じ
ゃ
が
芋
の
素
揚
げ
、
甘
酢
あ
ん
か
け 

 
 

春
雨
と
ハ
ム
・
き
ゅ
う
り
の
酢
の
物 

・
大
橋
さ
ん
よ
り
ぬ
か
漬
け
の
差
し
入
れ
あ
り
。 

参
加
者
：
男
性
５
名
、
女
性
17
名
、
配
食
10
名
、

芙
蓉
苑
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
市
役
所
員 

調
理
担
当
：
大
橋
、
清
、
三
由
、
渡
世
、
杉
崎 

健
康
体
操
：
９
名
参
加 

◆
９
月
13
日(

火) 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

ご
飯 

 
 

わ
か
め
と
豆
腐
の
み
そ
汁 

 
 

天
津
丼
風 

 
 

五
目
豆 

 
 

え
の
き
茸
の
和
え
物 

参
加
者
：
男
性
３
名
、
女
性
18
名
、
配
食
10
名 

調
理
担
当
：
河
合
、
菊
地
、
宮
井
、
三
由
、
渡
世 

布
ぞ
う
り
作
り
：
４
名
参
加 

◆
９
月
23
日(

金) 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

ひ
じ
き
ご
飯 

 
 

え
の
き
茸
・
湯
葉
・
ね
ぎ
の
み
そ
汁 

 
 

す
き
身
た
ら
の
甘
酢
ソ
ー
ス 

 
 

根
菜
の
そ
ぼ
ろ
煮 

・
門
脇
さ
ん
よ
り
ぬ
れ
金
つ
ば
、
大
橋
さ
ん
よ
り
ぬ

か
漬
け
の
差
し
入
れ
あ
り
。 

参
加
者
：
男
性
３
名
、
女
性
13
名
、
配
食
10
名 

調
理
担
当
：
門
脇
、
桑
田
、
宮
崎
、
三
由
、
渡
世 

◆
10
月
７
日(

金) 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

ご
飯 

 
 

な
め
こ
と
ね
ぎ
の
み
そ
汁 

 
 

鶏
肉
の
フ
ラ
イ 

 
 

白
和
え
な
ま
す 

 
 

小
松
菜
と
じ
ゃ
こ
の
煮
物 

参
加
者
：
男
性
６
名
、
女
性
16
名
、
配
食
９
名 

調
理
担
当
：
清
、
森
本
、
三
由
、
渡
世
、
河
西 

◆
10
月
28
日(

金) 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

碓
井
助
吉
様
、
満
百
歳
の
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー 

 
 

ち
ら
し
寿
司 

 
 

わ
か
め
・
小
エ
ビ
・
卵
の
み
そ
汁 

 
 

鶏
の
唐
揚
げ
・
き
の
こ
の
か
き
揚
げ 

 
 

お
漬
物 

・
総
ぐ
る
み
福
祉
の
会
よ
り
果
物
、
庄
司
さ
ん
よ
り

ケ
ー
キ
の
差
し
入
れ
あ
り
。 

参
加
者
：
男
性
７
名
、
女
性
17
名
、
配
食
９
名 

調
理
担
当
：
大
橋
、
宮
崎
、
三
由
、
渡
世
、
河
西 

❊ 
 
 
 

❊ 
 
 
 

❊ 

 

10
月
31
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
碓
井

さ
ん
、
日
限
山
荘
に
欠
か
さ
ず
来
て
下
さ
っ
て
い
る

の
で
、
ご
本
人
に
は
内
緒
で
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。 

大
橋
さ
ん
が
大
き
な
額
を
作
っ
て
飾
り
、
祝
い
の

食
膳
を
整
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

松
永
さ
ん
が
詩
吟｢

宝
船｣

を
朗
々
と
吟
じ
て
く

だ
さ
り
、
宮
崎
理
事
長
か
ら
お
祝
い
の
花
の
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
が
贈
呈
さ
れ
、
全
員
で
、
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー

ス
デ
ー
の
歌
を
合
唱
し
て
祝
い
ま
し
た
。 

た
ま
り
場 

日
限
山
荘
日
誌(

抜
粋)

 


